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S27a クェーサー近接効果の異方性がもたらすダストトーラスの傍証
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クェーサー近傍にある銀河間ガス (IGM)は、クェーサーからの強い紫外線放射によって高い電離状態にある。
このことは、クェーサースペクトル上の中性水素 (HI)ガスの吸収線が、クェーサー近傍で減少することから確認
されている（視線近接効果）。もしこの近接効果が等方的であれば、接線方向においても同様の傾向がみられるは
ずである（接線近接効果）。そこで離角が小さい投影ペアクェーサーを用いて、手前にあるクェーサーの接線方向
のHIガスを背後のクェーサーのスペクトル上に吸収線として捉える観測を行ったところ、視線方向とは逆に、HI
吸収が超過する（すなわち低い電離状態を示唆する）結果が得られた。この「逆」近接効果とも言うべき傾向に
ついては様々な可能性が提案されているが、最も有力な候補の一つがダストトーラスによって紫外線放射が異方
性を持つというものである（例えば、Prochaska et al. 2013）。このシナリオを検証するためには、edge-onに近
い向きからクェーサーを見たときに逆の傾向（HI吸収の減少）がみられることを確認すればよい。
そこで本研究では、先行研究で除外されていた幅の広い吸収線 (BAL)をもつクェーサー 12天体の周辺でHI吸

収の強度を調査した。AGNアウトフローに起源を持つ BALは、降着円盤を横方向から見ると検出されやすい。
測定の結果、平均吸収強度 (EWrest(HI) ∼ 1Å)、光学的に厚いHIガスの検出確率 (f ∼20%)ともに先行研究と同
程度であることを確認した。しかし 12天体中 2天体でみられた吸収線は、Damped Lyα (DLA) systemに分類さ
れるほど強いため、IGMではなく銀河との関連を伺わせる。この２天体を除外すると、 BALクェーサーの接線
方向の電離状態はむしろ高くなり、ダストトーラスによる近接効果の異方性を支持するものとなった。


